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　現在、日本のトップスポーツ分野では、2020
年東京オリンピック・パラリンピックに向けて多
くの変革が行われている。その中で当研究所の
メンバーとして筆者がトップスポーツに関わっ
た研究および活動について紹介したい。
1．スポーツ界初のクロスアポイント
制度による出向について
　クロスアポイント制度は、新たなイノベーシ
ョンの創出のために大学、公的研究機関、企業
等、組織間の壁を越えて複数の組織において
研究者等が活躍できる環境を整備する目的で、
内閣府の取りまとめの下、経済産業省と文部科
学省により2015年12月に策定された制度であ
る。
　筆者は、スポーツ界で初となる専修大学から
の在籍出向者として、2015年10月1日より（独）
日本スポーツ振興センタ （ー以下JSC）で活動
を行っている。その目的は2020年東京オリン
ピック・パラリンピックに向けた国際競技力強
化の推進と、東京都北区西が丘地区に2016年
4月1日より設置予定の日本ハイパフォーマンス
スポーツセンターを世界トップ水準のスポーツ
医・科学・情報を駆使した場として確立するた
めである。現在は、関係する様々な事業の立案
および執行に携わっている。
　最近の強豪国とのミーティングから一つの
キーワ ドーを抽出することができる。それは、
「Integration（統合）」である。
2．研究活動について
　体育の科学 3月号のオリンピックレガシー
特集（2016年）に「トップアスリ トーの国際競
技力強化」について執筆を行った。内容は現状
のトップスポーツの競争構造を明らかにした上
で、二つの国際競技力戦略を紹介した。１つは
「中核拠点の再整備戦略」である。日本の中核
拠点は、西が丘の日本ハイパフォーマンススポ
ーツセンターである。２つ目は「国際ネットワー
ク構築戦略」である。日本は世界の中で極東に
位置するため、ネットワークの構築が国際競技
力強化に大きく影響する点について論を展開
した。
　さらに、専修大学出版より、「英国における拠
点大学のスポーツ戦略 －ラフバラ大学と国際
スポーツ組織の動向について－」著述した。ラ
フバラ大学は、英国におけるトップアスリー トを
多数輩出するスポーツの名門校であり、スポー
ツ政策の分野でも世界をリ ドーする大学として
知られている。本書では、同大学のスポーツ戦
略の全体像やビジネス戦略について実例をも
とに紹介した。欧州におけるスポーツの戦略や
トップスポーツに関する情報、カンファレンスや
大会招致戦略なども事例を交えて紹介した。ま
たワールドラグビーや世界レスリング連合の戦
略、およびスポーツ人材の還流にも触れている。
3．海外情報
　ここでは2015年に視察した海外施設の一部
について情報を提供したい。
■場所：アメリカ（フロリダ、アリゾナ）
■期間：2015年2月22日～3月1日
・IMGアカデミー
アメリカフロリダ州に本部を置く。テニス、ゴル
フ、サッカー等の寄宿舎制のアカデミーを運営
している。日本からの留学者も多い。アカデミ
ーの修了者で最近最も有名なのはテニスの錦
織 圭 選手である。
・Fischer Institute
　NFL（ナショナルフットボールリーグ）、MLB
（メジャ リーー グベースボール）のプロフェッショ
ナルアスリー トから一般患者までを対象として、
質の高いコンディショニング・プログラムを提供
している。
・EXOS
　全米に７つの拠点施設を持つハイパフォー
マンスジム。主にプロフェッショナルアスリ トー
を顧客とし、ストレングスコーチ及びアスレチッ
クトレーナー等の専門家がサービスを提供して
いる。
　特徴としては、プログラムがパッケージ化さ
れている（トレーニングの前に指定のドリンクを
飲み、ウォーミングアップ、メイントレーニング、
途中でのサプリメント及び水分補給、トレーニ
ング、クールダウン等）。
　注目したのは、EXOSでのトレーニング
を支えるチームサポートPITである。PIT
（Performance Innovation Team）は、以下の4
つで構成されている。
　①Mindset ②Nutrition ③Movement  ④
Recovery　それぞれに担当の専門家がいて、
まとめるリーダーが存在する。スタッフは、Hard 
work, Leadership, Team workを常に心掛けて
いる。近年、アジア及び日本にも進出している。
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